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][ 試験目的

最近化学薬剤忙よる韻境汚染問超が非常にやか2しく叫けばれている。BHCの例にあるご 

とく,探林にお汁る病虫害を防除するため收布された??剤が,攸布地及びその而辺に残瘠する 

ことによって,渤Iの近接的な狡境陂域とは別に,二次的に多くの冏趙をひきおこす可能性が 

あ6〇したがって,薬剤坊涂をするため他は,故廂された薬剤が故布地内iてどの程窿残宙する 

かを調べることが,農購を安全に使用するうえで必變れことである。このため事業的に散布さ 

れた’J也城から,いくつかを担び,その土墓及び水系中の,燧残存泌を化学分析により調らべた。

m 調査方法と得られた結果

1.綢布地城及び欲布条件

試料搽笑地及び斐剤散布条件は表I ,3のようである。(林野庁選定)

2•分析方法

a) 土垠

土戢5 〇 gに芒俩1OOg及びジクロール"タン:アセトン(1：1V/V )10 0

m 0を加え,1時關振と5抽出し,残液をさらに同液I 〇 〇 mリで2回抽出,沪液をあわ 

せ,滅圧抵縮很,nーヘキサン;て溶藉’し.FT Dガスクロマトグラフにより,絶削松!ii源 

法により分析をした。検出限界o.n1ppm。

b ) 水

水5 0 m £に食塩! g及びジクロールイタン5 0い2で抽出し,吏らK 3 ；)in "のジク 

ロールメタンで嘛耘へし抽出し,渡!Eg噩坂(n ーヘキサン忙卷群し,土哄と冋様雑ガス 

クロマートグラフぬよ5分析を行った。検出阻界0. 0 0 I p p n.o

c )結果

分析結果は表3のとおりである。

土壤においては,3カ月を経過するとほとんどが洛失し,検出限界以下になり,残淅忱 

程:きわめてすくない。水は散布浪日Kなれば完全になくなる。

この調査結果において,散布前に検出されているもの雄過去の放布在おける架剤が検出 

限界ぎりぎりの墮で残存していると考えられるが,散布3カ月経過後には何れも検出限界
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以下忙なっているので,試料の保首または締送中の汚染のおそれもあると恐われる。

IV•結 論

敬布対象林分内の土!経及び水系の俄存嫉は何づれの場合にも低く,しかも,敎カ月にて検出 

限界以ドになるので,この程変の汚染では薬剤の残留が自然界に絞を与えることはないと考 

えられろ。もし,今後に問題が我されるとしたならば,比段的に消失の姓そい土性で,残留性 

の髙い薬剤を麻买破に,しかも,広曲卸に連年放布された科台,きわめて徴疏の薬剤が連年我 

贸し続け,その善積が自然界・にどのように彫辱されるかである。
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